
 

 

 

 

 

 

 

 

悪い状態のままで走行を続けているとカーエアコンのコンプレッサ等の故障の原因になります。 

コンプレッサ等交換の場合では、１０万～２０万の修理代がかかります。エアコンガスの 

クリーニングをする事によりいつものベスト状態を保つための予備整備になります。 

 新冷媒の HFC134a フロンガスは R12に比べ冷媒能力が低いと言われています。また抜けていないにも

かかわらず長期の使用により冷却能力が低下します。その理由として HFC134a は酸化及び水分を含み

やすく、そうなることによりフロンガスの能力が充分発揮出来なくなります。近年、その現象が多く

見られてきました。そのためにフロンガスのクリーニングが必要となります。 


